
暴力団排除に関する特約条項

　発注者及び受注者は、暴力団排除に関し、次の特約条項を定める。

（契約の解除について）
　発注者は、受注者が苫小牧市契約における暴力団等排除措置要綱(以下「要綱」という。）別表各項に掲げる措置要件に該当するときは、この契約を解除することができる。

２　契約解除に伴う措置等については、契約書の関係規定を準用する。

３　第１項の規定により契約が解除された場合において、受注者に損害が生じても、発注者は一切賠償の責を負わない。

（下請負の禁止）

　発注者は、受注者が入札参加除外者をこの契約の下請負人（要綱に定義される下請負人をいう。以下同じ）としていた場合は、当該下請負人との契約の解除を求めることができる。

２　受注者は、この契約の履行にあたり要綱第４条に掲げる入札参加除外者又は警察署からの排

　除要請があった者をこの契約の下請負人としてはならない。また、受注者はこの契約の下請負

　人が、契約履行期間中に入札参加除外措置を受けたとき又は警察署からの排除要請があった場

　合は、速やかに当該契約を解除しなければならない。

３　前２項の規定により契約解除を行った場合の一切の責任は、受注者が負うものとする。

４　発注者は、第１項の契約解除を求めたにもかかわらず、受注者が正当な理由なくこれを拒否

　した場合には、発注者は受注者に指名停止措置を行うことができる。

（不当介入への対応）

　受注者は、この契約の履行にあたり、不当介入（要綱に定義される不当介入をいう。以下同じ）を受けたときは、速やかに発注者への報告及び警察署へ届出を行わなければならない。

２　受注者は、下請負人が不当介入を受けたときは、当該下請負人に対し、速やかに受注者への報告及び警察署へ届出を行うよう指導しなければならない。

３　受注者は、下請負人から報告を受けたときは、速やかに発注者への報告を行わなければならない。

４　発注者は、受注者が正当な理由なく前３項の報告又は届出を怠った場合には、発注者は受注者に指名停止措置を行うことができる。


